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また、トレーニングの文化的要因による効果も合わせて検証している。 
 上記をまとめると、以下の通りである。より基礎的な社会的スキルは中国文化と日本の文化の間では隔たりがなく、
共通である。これに対して、いわゆる「面子」や「人脈」などの社会的スキルは中国文化に強く影響され、中国に特
有なものとなっている。また、社会的スキルのある特定の文化的要素を含んだ社会的スキル・トレーニングはその特
定の文化的スキルを向上させることが可能である。これらの知見をまとめた上で、申請者は、文化と社会的スキルの
関係を総合的に捉える「文化－社会的スキル-トレーニング・モデル」を提案した。 
 本論文の貢献として、以下のことが考えられる。まず、中国の社会的スキル研究の理論的精緻化に貢献した。社会
的スキルの文化的共通性と特有性により、文化的普遍性はもちろんのこと、中国文化の独自性による社会的スキルの
特徴も明らかにすることができた。さらに、文化によって影響される社会的スキルの特性を社会的スキルの階層性に
関する知見と接合し、文化－社会的スキルトレーニング・モデルを構築することにより、社会的スキルにおける中国
の若者が文化の影響を受けやすい部分と受けにくい部分を明確に区別することができるようになった。また、実践的
貢献として、従来の社会的スキル・トレーニングが実験群のみの設定であった点を改めて、実験群と統制群の比較を
通して、社会的スキル・トレーニングのプログラムの効果を確認することがあげられる。また、トレーニングの効果
の検証に第三者の視点を導入することで効果検証の精度を上げたことも社会的スキル・トレーニング研究としての大
きな特徴となっている。 
 本論文の研究成果・考察は説得力のあるものであり、得られた成果および申請者の研究への取り組みから、今後更
なる研究展開が十分に期待されるものと考えられる。 
 多様な研究の展開、理論的統合の調和のとれた本論文は、博士（人間科学）の学位授与に十分に値するものである
と判定された。 
